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8
月
2 9
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
議
長
の
辞
職
が
許
可

さ
れ
、
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
副
議

長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ
、
副

議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

投
票
の
結
果
、
議
長
に
髙

橋
淑
郎
議
員
（
石
鳥
谷
町
新 議

長
選
挙
に
続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長
選
挙
の
様
子

議
長
に
髙
橋
淑
郎
議
員

委
員
長　

山
本　

純
雄

副
委
員
長　

藤
原　

晶
幸

委　
　

員　

照
井　

明
子

委　
　

員　

名
須
川　

晋

委　
　

員　

小
田
島
邦
弘

委　
　

員　

阿
部　

一
男

委　
　

員　

山
影　

義
一

委　
　

員　

齋
藤　

政
人

委　
　

員　

新
田　

盛
夫

所
管
事
項
＝
総
務
企
画
部
、

財
務
部
、
地
域
振
興
部
、
市

民
生
活
部
、
総
合
防
災
部
、

総
合
支
所
、
会
計
課
、
消
防

本
部
、
消
防
署
、
監
査
委
員
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
他
の
常

任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ

な
い
事
項

委
員
長　

鎌
田　

政
子

副
委
員
長　

小
原　

雅
道

委　
　

員　

藤
井　

幸
介

委　
　

員　

若
柳　

良
明

委　
　

員　

鎌
田　

幸
也

委　
　

員　

髙
橋　

好
尚

委　
　

員　

和
田　

幹
男

委　
　

員　

永
井　

千
一

所
管
事
項
＝
保
健
福
祉
部
の

所
管
に
関
す
る
事
項

福祉常任委員会

委
員
長　

大
原　
　

健

副
委
員
長　

小
原　

茂
明

委　
　

員　

高
橋　

久
順

委　
　

員　

平
賀　
　

守

委　
　

員　

髙
橋　
　

浩

委　
　

員　

近
村　

晴
男

委　
　

員　

櫻
井　
　

肇

委　
　

員　

中
村　

初
彦

所
管
事
項
＝
教
育
委
員
会
の

所
管
に
関
す
る
事
項

文教常任委員会

委
員
長　

川
村　

伸
浩

副
委
員
長　

小
田
島
邦
弘

委　
　

員　

若
柳　

良
明

委　
　

員　

本
舘　

憲
一

委　
　

員　

藤
井　

英
子

委　
　

員　

伊
藤　

英
一

委　
　

員　

近
村　

晴
男

委　
　

員　

中
村　

初
彦

委　
　

員　

齋
藤　

政
人

委　
　

員　

中
村　

勝
吉

議会運営委員会

委
員
長　

藤
原　

米
光

副
委
員
長　

松
田　
　

昇

委　
　

員　

本
舘　

憲
一

委　
　

員　

藤
井　

英
子

委　
　

員　

川
村　

伸
浩

委　
　

員　

伊
藤　

英
一

委　
　

員　

佐
藤　

忠
男

委　
　

員　

中
村　

勝
吉

所
管
事
項
＝
商
工
観
光
部
、

農
林
水
産
部
、
建
設
部
、
上

下
水
道
部
、
農
業
委
員
会
の

所
管
に
関
す
る
事
項

産業建設常任委員会

副
議
長
は
髙
橋
好
尚
議
員

堀
）、
副
議
長
に
髙
橋
好
尚
議

員
（
下
根
子
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
当
選
し
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
に
お
け
る
得
票

結
果
は
、
投
票
総
数
3 4
票

（
う
ち
有
効
投
票
3 2
票
、
無

効
投
票
2
票
）
で
、
有
効
投

票
中
、
髙
橋
淑
郎
議
員
2 6
票
、

阿
部
一
男
議
員
4
票
、
櫻
井

肇
議
員
2
票
で
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
に
お
け
る
得

票
結
果
は
、
投
票
総
数
3 4
票

（
う
ち
有
効
投
票
3 4
票
、
無

効
投
票
な
し
）
で
、
有
効
投

票
中
、
髙
橋
好
尚
議
員
2 8
票
、

藤
井
英
子
議
員
4
票
、
照
井

明
子
議
員
2
票
で
し
た
。

　

8
月
2 9
日
の
本
会
議
に

お
い
て
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
、
議
長
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光

栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
責
任

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
は
地
域
住
民
の
代

表
機
関
で
あ
り
、
地
方
自
治

の
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
は

も
と
よ
り
、
議
員
自
ら
政
策

提
言
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
活
発

な
議
論
の
展
開
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
よ
う
議
会
の
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
花
巻
市
の
限
り
な
い

発
展
と
市
民
の
満
足
度
の
向

上
の
た
め
、
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
皆

さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

就任のごあいさつ

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

議
長
に
髙
橋
淑と

　
し
　
お郎

議
員

　

平
成
20
年
第
3
回
花
巻
市
議
会
定
例
会（
9
月
定
例

会
）が
、8
月
29
日
に
招
集
さ
れ
、9
月
18
日
ま
で
の
21

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
佐

藤
忠
男
議
長
お
よ
び
新
田
盛
夫
副
議
長
の
辞
職
が
許
可

さ
れ
、議
長
お
よ
び
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。投

票
の
結
果
、議
長
に
髙
橋
淑
郎
議
員
、副
議
長
に
髙
橋
好

尚
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、常
任

委
員
会
委
員
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
を
選
任
し
ま
し

た
。ま
た
、平
成
19
年
度
各
会
計
決
算
や
各
条
例
の
一

部
改
正
、平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、人
事
案

件
な
ど
の
市
長
提
出
案
件
の
ほ
か
、議
員
発
議
に
よ
る
会

議
規
則
の
一
部
改
正
や
条
例
改
正
、委
員
会
発
議
に
よ
る

意
見
書
案
4
件
の
審
議
を
行
い
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、一
般
質
問
で
は
、12
人
の

議
員
が
登
壇
し
、市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

議
会
の
構
成

　委員会条例で定められた2年の任期が切れたことによ
り、4つの常任委員会と議会運営委員会の委員を次のとお
り選任し、それぞれの委員会で正副委員長を互選しました。
　常任委員会は、議会から付託された案件等を能率的・専
門的に審査するために設置される機関で、それぞれの委員
会で所管する市の事務の調査のほか、請願・陳情の審査を
行います。
　議会運営委員会は、市議会が適正・円滑に運営されるよ
う調整する機関です。

総務常任委員会

副
議
長
は
髙
橋
好よ

し
ひ
さ尚

議
員

就任のごあいさつ
活発な議論の展開が繰り広げられるよう
議会の環境づくりに努めていく

議
長  

髙
橋 

淑
郎


